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脱炭素でスマートな旅館
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〈〉

年に取り組むべきこと〈〉

年のホテル旅館業界の予測



関
西
―
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
再
開

タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
エ
ア

大
阪
で
記
念
祝
宴

「
日
本
の
魅
力
」を
議
論

Ｃ

Ｊ

ア
カ
デ
ミ
ア

第
１
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
内閣府


月
は

年
並
み

万
人

累
計
は
２
千
万
人
突
破

訪日客数

宿
泊
施
設
の
脱
炭
素
化
を

考
え
て
み
ま
す
。
日
本
は
石

炭
火
力
か
ら
の
脱
却
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
湿
度
が

高
い
の
で
太
陽
光
発
電
の
効

率
が
悪
く
、
欧
州
の
よ
う
に

偏
西
風
が
吹
か
な
い
の
で
、

再
エ
ネ
比
率
８
割
を
目
指
す

ド
イ
ツ
の
よ
う
に
は
進
ま
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
資

源
の
少
な
い
日
本
と
し
て

は
、
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、

メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、バ
イ
オ
、

果
て
は
核
融
合
発
電
に
向
け

て
技
術
で
補
お
う
と
し
て
い

ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る

側
と
し
て
は
省
エ
ネ
に
進
む

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
化
石

燃
料
に
比
べ
コ
ス
ト
高
な
上

に
余
分
な
労
力
が
掛
か
り
ま

す
。系

統
電
源
で
送
ら
れ
る
電

気
や
、
海
外
か
ら
調
達
す
る

重
油
や
天
然
ガ
ス
は
使
い
や

す
い
の
が
特
徴
で
す
。

温
泉
熱
、小
水
力
、風
力
、

太
陽
光
、
バ
イ
オ
な
ど
地
域

で
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
に
は
そ
れ
な
り
の
手
間

も
費
用
も
掛
か
り
ま
す
。
山

林
が
多
く
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
地
域
で

も
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
ま
で

が
大
変
で
す
。
環
境
省
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
で
地
域

の
脱
炭
素
化
に
向
け
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
脱
炭
素
だ
け

で
は
余
分
な
労
力
が
掛
か

り
、
資
金
的
に
も
負
担
と
な

り
、
補
助
金
が
あ
っ
て
も
地

域
の
合
意
を
得
る
の
は
難
し

い
で
す
。

し
か
し
若
手
経
営
者
の
中

に
は
自
分
の
価
値
観
で
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
宿
泊
施
設
を

運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ

排
出
量
ゼ

ロ
の
電
力
を
高
く
て
も
使

い
、
薪ま

き

ス
ト
ー
ブ
、
生
ご
み

の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
、
脱
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
紙
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
止
め
る
な
ど
、
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
経
営
を
実
践

し
、
地
域
の
自
然
を
巡
る
ツ

ア
ー
を
プ
ラ
ン
化
し
、
そ
れ

が
若
い
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
高
稼
働
と
高
価
格
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
国
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
脱
炭
素
と
観
光
振
興
を

見
事
に
結
び
つ
け
て
、
市
場

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

が
経
営
の
負
担
で
な
く
、
価

値
に
結
び
つ
き
、
若
い
社
員

も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方

で
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
方
法

を
見
直
す
こ
と
は
、
宿
泊
施

設
一
般
に
み
ら
れ
る
無
駄
な

利
用
、
過
剰
な
消
費
を
見
つ

け
、
改
善
す
る
こ
と
で
利
益

に
還
元
さ
れ
ま
す
。
欧
米
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人
た
ち
は

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
宿
泊
施

設
を
選
ぶ
傾
向
に
あ
り
、
日

本
人
も
そ
の
方
向
に
進
ん
で

い
る
の
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
観
光
を

進
め
る
に
は
脱
炭
素
が
外
せ

な
い
の
で
す
。

２
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
る
国
際
ホ
テ

ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ョ
ー
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
「
宿
泊
施
設
の
脱

炭
素
化
」
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
（
２
月

日


時

分
か
ら
東
ホ
ー
ル
で
開

催
）
。

（
エ
コ
・
小
委
員
会
委
員

長

温
泉
協
会
認
定
温
泉
名

人

佐
々
山
建
築
設
計

佐

々
山
茂
）

＝
隔
週
掲
載

２
０
２
３
年
は
、
観
光
業
界

に
と
っ
て
本
格
的
な
復
活
の
年

で
あ
っ
た
。
政
府
の
５
類
移
行

方
針
の
発
表
に
よ
り
、
業
界
の

正
常
化
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
後

に
は
、
ア
ク
リ
ル
板
仕
切
り
や

来
店
時
の
検
温
と
消
毒
の
要
請

が
不
要
に
な
り
、
観
光
客
の
心

理
的
障
壁
が
消
失
し
た
こ
と
も

あ
り
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
客
室

稼
働
率
は
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前

の
水
準
に
戻
っ
た
。

円
安
の
進
行
に
伴
い
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
が
急
回
復
し
、

都
市
部
の
宿
泊
施
設
で
は
客
室

不
足
に
よ
る
宿
泊
料
金
の
高
騰

が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
物
価

高
騰
や
人
手
不
足
の
影
響
で
、

業
界
全
体
と
し
て
は
売
り
上
げ

回
復
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
費

増
加
に
よ
り
期
待
通
り
の
利
益

を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と

の
声
を
よ
く
聞
く
。

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
２
０

２
４
年
の
観
光
業
界
に
お
い
て

取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
た
い
。
環
境
の
激
変
が
予

想
さ
れ
る
中
で
、
時
流
を
捉
え

た
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

①
金
利
上
昇
に
備
え
る

宿
泊
業
界
に
と
っ
て
、
今
年

最
大
の
懸
念
事
項
は
金
利
の
上

昇
で
あ
る
。
日
本
旅
館
協
会
の

調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年

の
旅
館
業
界
の
平
均
売
上
高
は

６
・
８
億
円
、
営
業
利
益
は
９

０
０
万
円
、
減
価
償
却
費
は
３

９
０
０
万
円
、
支
払
利
息
は
１

４
０
０
万
円
、
そ
し
て
長
短
期

借
入
金
は

億
円
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
売
り

上
げ
に
対
し
て
借
入
金
が
多

く
、
金
利
負
担
が
既
に
重
い
状

態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実

際
、
債
務
償
還
年
数
は

年
と

算
出
さ
れ
て
い
る
。

金
融
機
関
で
は
、
金
利
上
昇

を
見
越
し
た
動
き
が
既
に
始
ま

っ
て
い
る
。
新
規
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
融
資
で
は
、
将
来
の
金
利

上
昇
を
考
慮
し
た
事
業
計
画
の

提
出
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
既
存
借
り

入
れ
の
返
済
条
件
変
更
の
際
に

は
、
金
利
が
従
来
の
倍
以
上
に

な
る
ケ
ー
ス
も
聞
く
。
多
く
の

金
融
関
係
者
は
、
利
上
げ
は
避

け
ら
れ
な
い
と
の
見
解
だ
。

金
利
上
昇
が
現
実
と
な
っ
た

場
合
、
宿
泊
業
界
へ
の
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
。
み
ず
ほ
銀
行

の
グ
ル
ー
プ
会
社
、
み
ず
ほ
リ

サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社

に
よ
る
試
算
に
よ
れ
ば
、
２
０

２
６
年
度
末
に
長
期
金
利
が
０

・
７
％
か
ら
３
・
５
％
に
上
昇

す
る
と
、
宿
泊
・
飲
食
業
の
経

常
利
益
は
約

・
７
％
減
少
す

る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。特
に
、

資
本
金
１
億
円
以
下
の
企
業
に

と
っ
て
は
影
響
が
さ
ら
に
大
き

く
、
約

・
１
％
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
。

来
る
べ
き
金
利
上
昇
に
備
え

る
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
回
の

コ
ラ
ム
で
詳
し
く
説
明
し
た

い
。（

ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）

前
号
で
は
２
０
２
３
年
の
振

り
返
り
を
行
っ
た
が
、
今
号
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
ホ
テ
ル
旅
館

業
界
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思

う
。
例
年
ど
お
り
多
分
に
主
観

が
入
っ
た
内
容
で
は
あ
る
が
、

ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
今
年
も
三
つ
に
絞

り
、
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
隆
盛
」

「
飛
躍
す
る
日
本
観
光
」
「
人

手
不
足
と
海
外
の
働
き
手
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
し
た
い
。

ま
ず「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
隆
盛
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
後

の
予
測
で
コ
ロ
ナ
前
水
準
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
る
の
は
２
０

２
５
年
な
ど
の
予
測
値
も
あ
っ

た
が
、
２
０
２
３
年

月
を
も

っ
て
既
に
超
え
て
し
ま
っ
た
。

し
か
も
コ
ロ
ナ
前
の
最
大
の
シ

ェ
ア
を
誇
っ
た
中
国
が

％
減

の
ま
ま
達
成
で
あ
る
。
理
論
値

で
あ
る
が
、
中
国
が
完
全
回
復

し
て
い
れ
ば
、
単
月
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
が
３
０
０
万
人

を
突
破
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

っ
た
。
そ
う
な
る
と
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
の
年
間
４
千
万
人

と
い
う
数
値
が
現
実
的
な
も
の

と
な
っ
て
く
る
。
実
際
に
、
こ

れ
か
ら
の
観
光
地
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
取
れ
る
か
取
れ
な
い
か

（
＝
海
外
の
お
客
さ
ま
に
選
ば

れ
る
か
選
ば
れ
な
い
か
）
で
く

っ
き
り
と
明
暗
が
分
か
れ
て
い

く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
ホ
テ

ル
旅
館
単
体
で
は
な
く
、
エ
リ

ア
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

続
い
て
「
飛
躍
す
る
日
本
観

光
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ

こ
最
近
日
本
の
観
光
地
や
ホ
テ

ル
旅
館
に
対
す
る
大
規
模
な
投

資
の
話
題
が
多
い
。
「
妙
高
高

原
の
２
千
億
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
「
フ
ァ
ン
ド
会
社
が
次
々
と

観
光
に
投
資
を
決
め
た
」
や
、

「
各
不
動
産
会
社
が
ホ
テ
ル
投

資
を
加
速
」
等
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
す
る
と
隔
世
の
感
が
あ
る
。

日
本
政
府
が
掲
げ
る
２
０
３
０

年
ま
で
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
５
兆
円
↓

兆
円
に

成
長
さ
せ
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
も
相
ま
っ
て
、
非
常
に
活
性

化
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
２

０
２
４
年
も
継
続
す
る
で
あ
ろ

う
。最

後
が
「
人
手
不
足
と
海
外

の
働
き
手
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

で
あ
る
。
人
手
不
足
問
題
は
も

は
や
言
わ
ず
も
が
な
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
が
、
日
本
人
の
人
口
が
こ
れ

か
ら
減
り
続
け
る
こ
と
か
ら
、

解
決
方
法
は
二
つ
し
か
な
い
。

そ
れ
が
海
外
か
ら
の
働
き
手
の

受
け
入
れ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
た
省
人
化
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
来
年
度
、
補
助
金
事
業

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
加
速
度
的
に
進
ん
で
い

く
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
２
０
２
４
年
の
業
界

の
動
き
の
予
測
で
あ
る
が
、
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
ア
ビ
リ
ブ
・
プ
ラ
イ
ム
コ

ン
セ
プ
ト
取
締
役

内
藤
英

賢
）

＝
隔
週
掲
載

（９） 第３２０４号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）１月５日（金曜日）

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
で

運
航
再
開
を
祝
っ
た

内
閣
府
は
、世
界
か
ら「
ク

ー
ル（
格
好
い
い
）」と
捉
え
ら
れ
る
日
本
の
魅
力
に
つ
い

て
、大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
ら
に
議
論
し
て

も
ら
う
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｃ
Ｊ
）ア
カ
デ
ミ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
第
１
回
会
合
を

月


日
、東
京
都
内
で
開
催
し

た
。約

人
の
研
究
者
が
参

画
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
と
自
身
の
取
り
組
み
を
説

明
。今
後
の
議
論
の
方
向
性

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

食
、建
築
、景
観
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が

参
画
。観
光
の
分
野
で
は
、温

泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
跡
見
学

園
女
子
大
学
兼
任
講
師
の
山

崎
ま
ゆ
み
氏
が
参
画
し
た
。

山
崎
氏
は
世
界

カ
国
の

温
泉
を
取
材
し
た
経
験
か

ら
、
「
日
本
の
温
泉
は
世
界

一
素
晴
ら
し
い
」
と
強
調
。

た
だ
、
習
慣
の
違
い
か
ら
訪

日
外
国
人
客
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
起
き
て
い
る
と

し
て
、
「
日
本
の
温
泉
文
化

を
外
国
人
に
正
し
く
伝
え
る

た
め
の
知
恵
を
、
議
論
を
通

し
て
持
ち
帰
り
た
い
」
と
し

た
。
「
『
わ
が
ま
ち
に
は
何

も
な
い
』
と
言
わ
れ
る
人
が

い
る
が
、
決
し
て
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
な
い
。
住
民
の
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育
て
る

た
め
の
議
論
を
し
た
い
」
と

も
述
べ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
方
に
あ

る
埋
も
れ
た
魅
力
の
発
掘
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
の
磨

き
上
げ
を
促
し
、
国
内
各
地

が
「
世
界
の
人
が
憧
れ
る
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が
発
表
し
た
２
０
２
３
年

月
の
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
（
推
計
値
）
は
、

年
同
月
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
る
２
４
４
万
１
千
人
と
な

っ
た
。
６
カ
月
連
続
で
２
０
０
万
人
を
超
え
、
国
に
よ
る
訪
日
旅
行
促
進
の
重
点
市

場

カ
国
・
地
域
で
は
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
米
国
な
ど

カ
国
・
地
域
で

月

の
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
１
～

月
の
累
計
は
２
２
３
３
万
２
千
人
と
２
千
万
人

を
突
破
し
た
。
統
計
上
は

月
を
残
し
て
い
る
が
、
年
間
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
２
５
０
０
万
人
前
後
が
見
込
ま
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
日
本

の
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
か

ら
１
年
余
り
が
経
過
し
、
単

月
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
、

年

月
に
初
め
て
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
を
回
復
し
て

い
た
。
国
際
線
の

年
冬
ダ

イ
ヤ
時
点
で
コ
ロ
ナ
禍
前
の

約
８
割
ま
で
運
航
便
数
が
回

復
し
、
そ
の
後
も
東
ア
ジ
ア

を
中
心
に
増
便
、
復
便
が
続

い
て
い
る
。


月
と
し
て
過
去
最
高
だ

っ
た
の
は
韓
国
、
台
湾
、
香

港
、
米
国
の
ほ
か
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
、豪
州
、

米
国
、カ
ナ
ダ
、メ
キ
シ
コ
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
。

東
ア
ジ
ア
で
は
、
韓
国
が

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
含
む
地
方

路
線
の
増
便
・
復
便
を
受
け

て
、

年
同
月
比
２
１
７
・

０
％
増
の

万
人
と
な
っ

た
。

年
は
日
韓
情
勢
の
悪

化
の
影
響
で
訪
日
韓
国
人
旅

行
者
が
減
少
し
て
い
た
た

め
、
比
較
で
は
大
幅
な
増
加

と
な
っ
て
い
る
。直
行
便
は
、

釜
山
―
松
山
の
新
規
就
航
、

金
浦
―
羽
田
、仁
川
―
佐
賀
、

仁
川
―
広
島
の
増
便
な
ど
が

あ
っ
た
。

台
湾
は

年
同
月
比
２
・

９
％
増
の

万
４
千
人
だ
っ

た
。
旅
行
代
金
は
高
騰
し
て

い
る
が
、
直
行
便
の
回
復
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
含
む
地
方

路
線
の
増
便
・
復
便
、
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
で
訪
日
需
要
が
高

ま
っ
た
。台
北
桃
園
―
高
知
、

松
山
、
徳
島
な
ど
で
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
た
。

一
方
で
中
国
は
、

年
同

月
比

・
６
％
減
の

万
８

千
人
だ
っ
た
。
日
中
間
の
航

空
便
数
の
回
復
の
遅
れ
な
ど

が
影
響
し
、
他
の
市
場
に
比

べ
て
回
復
率
が
低
調
に
推
移

し
て
い
る
。
た
だ
、
北
京
―

中
部
、上
海
―
岡
山
の
増
便
、

天
津
―
新
千
歳
の
復
便
な
ど

が
あ
っ
た
ほ
か
、
那
覇
港
や

博
多
港
に
ク
ル
ー
ズ
便
が
寄

港
し
た
。

東
ア
ジ
ア
以
外
で
は
、
米

国
が

年
同
月
比

・
０
％

増
の

万
５
千
人
。
直
行
便

数
が
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
ほ

ぼ
回
復
。
サ
ン
ク
ス
ビ
ギ
ン

ズ
デ
ー
な
ど
の
祝
祭
日
、
ド

ル
高
に
よ
っ
て
海
外
旅
行
需

要
が
増
加
し
、
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
な
ど
で
訪
日
需
要
が
高
ま

っ
た
。
豪
州
は
、
海
外
旅
行

の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
な
が
ら
日

本
行
き
の
直
行
便
数
が
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
上
回

り
、
同

・
３
％
増
の
６
万

人
と
な
っ
た
。
欧
州
で
は
、

英
国
が
同

・
８
％
減
の
３

万
人
で
、

年
の
ラ
グ
ビ
ー

・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
開

催
に
伴
う
反
動
減
と
み
ら
れ

る
。東

南
ア
ジ
ア
は
、
タ
イ
が


年
同
月
比

・
７
％
減
の


万
４
千
人
だ
っ
た
。
直
行

便
数
の
回
復
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と

航
空
会
社
の
共
同
広
告
の
展

開
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
な
ど
で

需
要
が
高
ま
っ
た
が
、
景
況

感
の
悪
化
、
航
空
券
の
高
騰

な
ど
が
影
響
し
た
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
円
安
傾
向
、
直
行

便
数
の
回
復
な
ど
で
同

・

９
％
増
の
８
万
６
千
人
だ
っ

た
。

【
向
野
悟
】

タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ラ
イ

ン
は

月

日
、
大
阪
市
の

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

大
阪
／
関
西
―
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
線
の
運
航
再
開
を
記
念

し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
い

た
。
関
西
の
自
治
体
や
旅
行

会
社
関
係
者
の
ほ
か
、
旅
行

系
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
ら
が

出
席
。
運
航
再
開
を
祝
う
と

と
も
に
、
両
国
の
経
済
、
観

光
両
面
で
の
交
流
拡
大
へ
尽

力
す
る
こ
と
を
約
束
し
合
っ

た
。タ

ー
キ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ラ
イ

ン
は

日
に
、
約
７
年
ぶ
り

に
大
阪
／
関
西
―
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
線
運
航
を
再
開
。
週

４
往
復
の
運
航
を
開
始
し

た
。
２
０
２
４
年
４
月
１
日

か
ら
は
デ
イ
リ
ー
運
航
に
増

便
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。レ

セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
タ

ー
キ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ラ
イ
ン
の

マ
フ
ム
ッ
ト
・
ヤ
イ
ラ
上
級

副
社
長
、
ア
フ
メ
ッ
ト
・
ト

ゥ
ー
ジ
ュ
日
本
支
社
長
の
ほ

か
、
来
賓
と
し
て
コ
ル
ク
ッ

ト
・
ギ
ュ
ン
ゲ
ン
駐
日
ト
ル

コ
共
和
国
大
使
、
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
ス
タ
レ
ス
キ
ー
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト
専
務
ら
が
出
席
し

た
。冒

頭
、
ヤ
イ
ラ
上
級
副
社

長
は
「
ト
ル
コ
と
日
本
は
来

年
国
交
樹
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
が
、
そ
れ
以
前
の
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
号
遭
難
事
件
以

来
の
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
き

た
。
だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
、

観
光
面
で
も
取
り
組
め
る
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
回
の
『
極
東
の

真
珠
・
大
阪
』
へ
の
運
航
再

開
、
来
年
の
デ
イ
リ
ー
運
航

の
開
始
に
よ
り
、
両
国
の
関

係
強
化
に
役
立
つ
も
の
と
考

え
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

続
い
て
登
壇

し
た
ギ
ュ
ン
ゲ

ン
大
使
は
、

「
タ
ー
キ
ッ
シ

ュ
エ
ア
ラ
イ
ン

は
、
世
界
最
大

の
就
航
国
数
だ

け
で
な
く
、
信

頼
性
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
面
で

わ
が
国
の
誇
る

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
キ
ャ
リ
ア

だ
。
国
交
樹
立

１
０
０
周
年
を

前
に
、
運
航
が

再
開
さ
れ
た
こ

と
は
非
常
に
意
義
深
い
。
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
と
大
阪
は
と

も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
都
市

だ
。
双
方
が
直
行
便
で
つ
な

が
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
経

済
、
文
化
、
観
光
面
に
も
た

ら
す
素
晴
ら
し
い
効
果
を
皆

さ
ん
と
共
に
目
の
当
た
り
に

で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

う
。
『
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
、
大

阪
に
お
か
え
り
な
さ
い
』
」

と
祝
意
を
語
っ
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
来

賓
ら
が
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
を
行

っ
て
運
航
再
開
を
祝
っ
た
ほ

か
、
世
界
三
大
料
理
と
し
て

名
高
い
ト
ル
コ
料
理
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
コ
ー

ス
料
理
を
提
供
。
参
加
者
ら

は
、
情
報
交
換
を
行
い
な
が

ら
フ
ム
ス
や
レ
ン
ズ
マ
メ
の

ス
ー
プ
の
ほ
か
、
ト
ル
コ
名

物
の
菓
子
「
バ
ク
ラ
ヴ
ァ
」

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。




